
平成２７年度 学力向上アクションプラン

課題解決に向けた学校の取組（基礎力の定着、活用力の育成）

１ 授業力向上への取組

〇校内研究授業を年３回実施し、大学教

授経験者の講師を招聘して授業改善に

取り組むとともに、国語科の研究を深め

る。

〇校内研究授業年３回の他に一人一授

業を実施する。ブロック研究会では、互

いの授業を見て研修を行う。
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２ 学習習慣定着に向けた取り組み

〇放課後学習を実施し、低学力の児童の学

力底上げをはかる。そのことにより、学習

習慣の定着をはかる。

〇理科支援員を活用し、理科の学力の向上

をはかる。

〇生活リズムのチェックを実施して、基本

的生活習慣の確立をはかる。

〇自主学習の手引きにそって自主学習が

できるよう指導を継続する。

３ その他の取り組み

〇朝学習の読書をさらに徹底させていく。

〇読書力向上員の活用により、図書室の利用をさ

らに活発化させる。

〇中学校区による合同研修会を夏季休業中に実施

する。

〇スタディプランの作成により、学習習慣の定着

をはかる。

〇学校だより等で、学力調査の結果の公表を行う。
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